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農林中央金庫における
社会的インパクトの実現に向けた取組みについて
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農林中央金庫がサステナブル経営・インパクト創出に取組む背景
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 資産（貸出金、有価証券などのバランスシートの左側）における自然資本・生物多様性の関係性のみならず、負債（会員
からの預金、ひいては農業者からの貯金）にも気候や自然資本・生物多様性との強いつながりがあるユニークな金融機関。

 投融資先・ステークホルダーに対する金融・非金融を通じた貢献により、機会の獲得とリスクの緩和を図り、ポジティブ・インパク
トの創出、ネガティブ・インパクトの低減に取り組む

当金庫と自然との関係性(バリューチェーンを通した自然との接点)
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パーパス実現のためのマテリアリティと中期ビジョンにおけるインパクトの位置づけ
 リスク・機会や及ぼし得るインパクト、ステークホルダーからの期待を考慮し設定した

「パーパス実現のための重要課題」、および「中期ビジョン」を踏まえ、日々の事業活
動を通じて、リスク・機会への対応と、ネットでポジティブインパクトの創出を図る



価値創造プロセス ー インパクト・パスウェイの理解を通じて事業活動の質的向上と経営資本強化の好循環を志向
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アウトカムが経営資本の強化を通じて価値創造の循環に繋がることが重要



（事例紹介①）四国電力と連携したアグリビジネス支援
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 四国電力が地域活性化を目指して農業法人を立ち上げる取組を全面サポート。
 当金庫は資金提供だけでなく、JAや農家・行政との仲介、各種情報提供などを実施。



（事例紹介①）四国電力と連携したアグリビジネス支援 ー インパクト創出のためのロジックモデル
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 ロジックモデル作成、インパクト評価の試行的な取り組みを経て、横展開のため社内用IMM※ガイダンスを策定へ

※ Impact Measurement and Management（インパクトの測定・マネジメント）



（事例紹介②）「未利用魚」を活用した新たな水産バリューチェーン構築 ー インパクト創出のためのロジックモデル
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 漁業者の所得向上・地域の活性化を目指し「未利用魚」に着目して新たな水産バリューチェーン構築を目指す取り組み。



食と農林水産バリューチェーンのトランジション実現にむけた取り組み
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